
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 クリスマスが近づくと、わくわくするぼく。イヴの日になると、ぼくはじっとしていら 

れなくて、家の中をウロウロするもんだから、見かねた母さんが何回もおつかいを 

いいつけるほどだ。今度は、化学工場で働く父さんに弁当を届けることになった。 

 工場のエレベーターに乗ると、ぼくは不思議なものを見た。その話を父さんとそ 

の仲間たちに話すと、みんなの顔色が変わった。だれかがそれを見た日は、工場 

で事故が起こり、死人が出るというのだ・・・。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


